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 当院では、下記へ該当する方等への栄養食事指導を行っています。 

 ◎以下の疾患をお持ちの方 

  高血圧症・脂質異常症・糖尿病・痛風・貧血 

 ◎メタボリックでお悩みの方 

 ◎食事を摂取する事が困難な方 

 ◎体重増加・減少が困難な方 

 その他、食事指導を希望される方は、当院スタッフへ、お気軽にお尋ね下さい。 

 ※医師の診断がある場合は、医療保険の適応となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者様の安全を守ることを旨とし、毎年１１月２５日（いい医療に向かってＧＯ）を含む１週間を 

 医療安全推進週間と定め、医療関係者の意識向上と注意喚起を図るため、行政機関・医療関係団体・ 

医療機関・製造団体等で様々な事業（シンポジウム開催・研修会の実施等）の取り組みを進めています。 

 当院では、医療事故防止の為、毎月インシデント事例の分析・改善策等の話し合いを行っています。 

 また、患者様の意見・相談等を伺っている『患者サポート窓口』があります。患者様の安全には十分 

配慮致しておりますが、お気づきの事がございましたら、御遠慮なく声をお掛け下さい。 

 

  気管支喘息はキスで治るか？            院長：井上文之 

 

  近年、花粉症のようなアレルギー疾患が年々増えているように感じています。 

 原因の一つに最近の生活環境のクリーン化が挙げられています。今から約５０ 

数年前、私が小学生の頃は多くの児童は蟯虫という寄生虫を持っていて、学校 

より定期的に検査を受け、陽性なら薬を飲まされていました。福山は片山病 

（日本住血吸虫症）という寄生虫で有名な所でしたが、今、寄生虫自体が 

少なくなり、大学に寄生虫学という教室さえなくなっています。 

  寄生虫は人体に入ると自分が住みやすいように、人体の拒絶反応が起こりにくい物質を体内 

に放出しており、この物質によって他のアレルギー反応も抑制されていたのではないかと言わ 

れています。 

                 気管支喘息は、気管支が慢性炎症によって狭窄や過敏状態 

を起こし、発作性ないし持続性の呼吸困難や咳・痰を生じる 

病気です。その原因としてアレルギーが関与している事が 

多いと考えられています。 

                 気管支喘息の患者は気管支狭窄症状が主体の為、以前は 

気管支拡張療法が主体でありましたが、一時的に症状が改善 

しても、気管支粘膜で起こっている炎症は持続する為、発作 

を繰り返したり、薬が効かなくなったりする事がありました。 

そこで、気管支で起こっている炎症を抑える副腎皮質ステロ 

イドによる抗炎症療法が治療の主体となっています。ステロイドの吸入は気管支粘膜に直接 

作用する為、気管支粘膜に生じている炎症を効率よく抑える事ができます。また、ステロイド 

薬を長期に内服・注射して場合には副作用を生じる可能性があるのですが、吸入薬は大部分が 

気管支・肺に留まり、血液中や他の臓器にはほとんど移行しないとされており、安全性が高く、 

長期使用に適しています。このステロイド吸入薬の普及に伴い、喘息患者の死亡数は著明に 

減少しました。また、最近では、ステロイド薬と気管支拡張薬を両方配合した吸入薬も開発され、 

治療の有効性が向上しています。 

  人々を笑わせ、考えさせてくれる研究に対して与えられる『イグ・ノーベル賞』は、ノーベ 

ル賞のパロディー版として知られる。本年の医学賞は大阪府の開業医、木俣肇さんの『キスに 

よるアレルギー反応の抑制効果』という研究が受賞しました。 

実験では、アトピー性皮膚炎・アレルギー性鼻炎を患う被験者 

それぞれ数十人に、恋人や配偶者と３０分間キスをしてもらい、 

その結果、キスの後はアレルギー反応を引き起こす原因となる 

抗体の産生や特定のタンパク質の血中レベルが低下し、症状が 

弱まった、と報告されています。 

将来、キスによって気管支喘息の治る日が来るのを夢見ています。 

管理栄養士による 栄養食事指導 の御案内 

１１月の医療安全推進週間実施について 

 平成 27年 9月 1日より、病棟で勤務することとなりました、星野です。 

日々勉強しながら、確実な知識や技術を身に付けていき、患者様や御家族に頼って 

もらえるように努力します。そして、笑顔を絶やさず、丁寧な看護を心掛けていき 

たいと思います。 

一日も早く仕事に慣れるように頑張りますので、どうぞ宜しく御願い致します。 


